
 

 

 

 

 

                        

 

 

一年のまとめの時期である３学期，子どもたちはそれぞれ目標を立てました。 

始業式でも｢一年の計は元旦にあり｣という言葉を紹介し，｢物事を始めるにあ

たっては，まず最初に目標や計画を立てることが大切。新しい年が始まるこの

ときは，気持ちも新たに目標を立てる絶好の機会。その目標に向かって努力で

きる人になってほしい｣ということを伝えました。 

各クラスでは，早速，３学期に｢何をかんばりたいか｣｢どんなことができるよ

うになりたいか｣｢どんな人になりたいか｣等，それぞれの目標を考える子どもた

ちの姿がありました。 

そろそろ一カ月が経ちますが，生徒の皆さんは自分が立てた目標を覚えてい

るかな？目標が絵にかいた餅にならないよう，達成に向けて努力し，なりたい

自分に近付けますように。 
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３学期の目標が達成できますように 

１ ･２年生 
｢提出物｣｢忘れ物｣｢テスト何点以上｣｢家での学習時間｣や｢お家の 

お手伝い｣など，普段の生活を振り返っての目標が多く見られました。

「あいさつ」に関する目標もたくさんあって，うれしいです。 

２年生 

３年生 
 やはり入試に関わる目標が多かったです。 

達成できるよう祈っています。 

１年生 

 

 

用紙のイラスト 

１年生は，なんと奥村先生の手描き！ 

隠れた才能。｢能ある鷹は爪を隠す｣ですね。 

２年生は，小６国語で学んだ｢鳥獣戯画｣の

ウサギ。樋口先生，ナイスチョイスです！ 



 

 

 

２年生は１月２０日(金)に，１年生は１月３０日(月)に，百人一首大会が開

催されました。クラス予選を経て学年全体で行うこの本選では，自分の取った

枚数がクラスの総合得点にも関係します。 

百人一首は，上の句･下の句とも合わせてしっかり覚えていると，下の句が読

まれる前に札を取ることができます。子どもたちからは｢自分が覚えた札は絶対

取るぞ！｣という意気込みが感じられました。取り札が少なくなってくると，上

の句が読まれる前からシーンとした張り詰めた空気が流れ，札が取られた瞬間

にはワーッという歓声が響き渡ります。体育館も武道場も寒いはずなのに，そ

れを忘れさせるぐらい熱気にあふれた大会となりました。 

 

｢百人一首｣は，古典に親しむ，古典の仮名遣いに慣れる一番の近道，そして

何より楽しみながら古典の学習ができる競技です。高校の国語でも，何らかの

形で百人一首の学習を取り入れている学校もあります。今後は，今より一首で

も多く覚えて，さらなる熱戦となるであろう来年度の大会に備えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百人一首大会，開催！集中力が素晴らしかった 

２年生は体育館にて。 

札を取る速度が，昨年度より 

確実にアップしていました。 

２年生，さすがです。 

１年生は武道場にて。 

1 年担当の先生たちが読みに挑戦！ 

それぞれ味のある読み方で，これも

また楽しめました。(≧▽≦) 

札を取る表情は真剣そのもの！ 


